水産普及だより　　第 ２３－３ 号　　２０１１．１１．２１
　～漁協合併～
平成２３年７月、新たな尾鷲漁業協同組合が設立されました。また、平成２４年１月の新たな海野漁業協同組合設立に向けた合併調印式が行われました。
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新尾鷲漁協は、尾鷲市内の尾鷲、行野浦及び早田の３漁協が合併したもので、組合員数は２９９人（うち正組合員１４０人）となりました。
年間水揚げ額は約１２億２千万円の規模となる見込みで、旧尾鷲漁協に本所が、旧行野浦漁協及び旧早田漁協にそれぞれ支所が配置されています。
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当初、東紀州地域合併協議会において、尾鷲市内４漁協との合併を予定していた三浦漁協及び海野漁協でしたが、紀北町内の両漁協のみの合併に向けた調印式が９月２９日に開催され、平成２４年１月の新海野漁協に設立に向けた取組が行われています。
組合員数は正・准組合員あわせ約２６０人となる見込みです。

約１０年前の平成１３年３月末時点には、当水産室管内の沿海漁協数は２２漁協ありましたが、新海野漁協が設立されると、下記のとおり管内には本所を置く漁協数が５漁協、三重外湾漁協の２支所（紀州北･紀州南）となります。なお、県下沿海漁協数は、２１漁協となります。
海野漁協（海野、三浦）

尾鷲漁協（尾鷲、行野浦、早田）

大曽根漁協

熊野漁協（木本、磯崎、新鹿、遊木浦、二木島、甫母須野）

紀南漁協

三重外湾漁協紀州北支所（長島町）

三重外湾漁協紀州南支所（海山、須賀利、九鬼、三木浦、曽根浦、梶賀浦）








































































